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丹沢トレッキングクラブ１０年の歩み 

       ＴＴＣ１０周年記念誌編集委員会編著 

 

１．まえがき 

 1997 年 3 月、11 名の発起人によって旗揚げした

丹沢トレッキングクラブ（略称：TTC）も早いもの

で、創立満 10 年を迎えようとしている。今回これ

を記念し、5 周年記念誌「やまなみ」に続き、10 周

年記念誌「やまなみ No.2」を発行することになっ

た。この記念誌を構成する記事の中心には、やはり

「TTC の 10 年の歩み」を据えないわけにはいかな

いだろう。 

 10 年も立つと、発足当時の記憶も大分薄れがちで

あり、活動の証である種々の資料も離散したり、紛

失したりしてしまっているものもある。また、発足

時のメンバ 33 名も今では 19 名と少数派になり、そ

の分、TTC の生い立ちを知らない新しいメンバが増

えつつあるのが現状である。 

 そこで、発足時の経緯をはじめとするその後 10

年間の歩みについて、過去の資料に基づいて、でき

るだけ客観的かつ正確に記述するとともに、これら

デ－タに種々の分析を加えることにより、TTC が今

後とも地域の山岳同好会として活発な活動を進めて

いく上での問題点、課題、基本的な考え方等につい

ても言及したい。この小文が今後の TTC 活動指針

策定の際の一助になれば幸甚である。 

 

２．ＴＴＣ発足の経緯 

 まずはじめに、11 人の発起人により、1997 年 3

月に TTC が創設されるに至った経緯について述べ

なければならない。 

 TTC をともに創設することになった厚木市およ

び愛川町在住の 11 名の同志は、1991 年以降同じ地

域山岳同好会の会員になったことによって知り合う

ことになった。11 名の大半は、当時この山岳同好会

の役員の一員として活動していたが、地域同好会と

しての活動のあるべき姿との乖離に心を悩ませ、ど

うしたら解決できるのかを議論していくうちに、必

然的に自分たちで新しい山の会を立ち上げる以外に

解決の道はないとの結論に達した。 

 自分たちが創ろうとする理想の山の会の姿とはど

のようなものであるべきなのか？ 11 名のメンバ

が何度も何度も話し合い、意識が一つにまとまるま

で議論しあってできあがったものが、「ＴＴＣ設立趣

意書」と「丹沢トレッキングクラブ規約」である（本

誌第２部／資料集１に収録）。TTC 設立の精神と理

想は、ほぼこの２つの資料の中に凝縮されている。 

 クラブの名称についてもあれこれ議論した末、地

元の山であり、我々の心のふるさとである丹沢山塊

にちなんだ「丹沢トレッキングクラブ（略称TTC）」

と決められた。そして、第一回山行として、丹沢三

ノ塔ヨモギ尾根が選ばれ、1997 年 4 月に発起人 9

名によって挙行された(2 名欠席)。その時の写真を見

てみると、全員が 40～50 歳代の若さであり、生き

生きはつらつとした姿で写真に収まっている。 

 

1997.4.13 丹沢三ﾉ塔ヨモギ尾根にて第１回 TTC山行を実施。 

 

 その翌月の5月17日にTTC設立総会が開催され

たが、TTC 旗あげの情報を聞きつけた多くの岳友が

集まり、設立総会時には 33 名のメンバにふくれあ

がった。 

 

３．活動の基本方針 

 TTC の理想と精神は、「自然を愛し、山を愛し、

人を愛し、変わらぬ友情を育むことを目的とする」

と定めたTTC 規約第２条に集約されている。 

 また、設立趣意書には、「山仲間として太い絆で結

ばれた生涯変わらぬ信頼と友情を何よりも大切にし、

メンバ全員の総意に基づいたメンバ全員の直接参加

による民主的でオ－プンなクラブ運営を基本方針と

したい。」とその決意が表明されている。 

 上記基本方針を具現化するものとして、以下の活

動方針が定められ、多少微修正はされながらも、こ

の 10 年間、TTC 活動の基本方針の骨格として受け

継がれてきている。 

 まず、第一にメンバのWill を何よりも大切にした

民主的で開かれたクラブ運営に徹することである。
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そのため、会長職はおかず、数名～10 数名の世話人

による集団指導体制を敷き、基本的にすべての案件

は、毎月１回開催する例会に諮って、けんけん諤々

議論したうえ、全会一致で決定するものとした。対

外的に存在が必要な TTC 代表には、世話人の互選

により選出した世話人代表がその任にあたるものと

した。しかも、世話人代表は、同一人が長期間務め

ると、どうしても弊害が目立つようになることから、

メンバが交代でその任にあたるものとした。 

 クラブの民主的運用の基本は、情報公開と情報の

共有化にある。そのため、TTC の活動状況と動向を

メンバに逐一正確に伝える役割とともにメンバ投稿

原稿による紙面作りを基本とした TTC 通信と、例

会を欠席したメンバにも例会での議事内容や決定事

項を正確に知って頂くための手段としての例会議事

録とを、TTC における広報活動の両輪と位置づけ、

毎月定期発行することに力を注いでいる。 

 山行計画を提案するに際しては、定型フォ－マッ

トを定め、登山に必要な情報を網羅し、一定レベル

以上に仕上げた山行計画書を、また、山行実施後に

は、山行実施報告書を作成して、それぞれ全員に配

布することとした。山行実施報告書には、詳細な会

計報告と行程所要時間、並びに、行程中に発生した

細かなトラブルやアクシデント等の不都合な部分も

包み隠さず記録・報告し、それをメンバ全員に周知

して、TTC 全員の共通財産としている。 

 年間山行計画立案に際しても、毎年メンバ全員か

ら希望する場所を推薦戴き、その結果を最大限尊重

して、時期やレベル等のバランスも配慮しながら、

世話人会で議論して、年間山行計画を作成・提案し

ている。また、次年度の活動方針を決定する際も、

メンバ全員に意向調査アンケ－トを提出頂き、その

多数意見に従って、活動方針を決定している。しか

も、アンケ－ト結果や山行推薦場所等の回答集計結

果は、メンバ全員にすべて周知するとともに、世話

人会での原案決定までの議論過程や計画決定までの

すべてのプロセスをメンバにオ－プンにするよう、

とくに留意している。 

 TTC 運用費用については、使用目的を明らかにし、

かつ目的別に金額を決めて、お預かりすることを基

本とするとともに、常に経費節減に努め、必要最小

限の会費で賄う工夫を怠らないようとくに留意して

いる。TTC は山好きが集まって活動している同好会

であり、手弁当、無料奉仕活動が原則であるとの共

通認識にたち、世話人会活動や山行でのリ－ダ等の

スタッフにもすべて無料奉仕を基本原則としている。

出費増はその都度工夫して押さえ、会創設以来月額

３００円の会費で賄っている。 

 TTC の目的の一つとして、万が一発生してしまっ

た場合の山岳遭難に際しての相互扶助体制を構築す

ることと、その基盤の一翼を担う遭難対策基金積立、

山岳保険加入の重要性を強く意識し、その充実にも

力を入れている。具体的内容については後述する。 

 TTC 活動の大きな目的の一つは、「安全で楽しい

山歩き」を実践することにある。そのためには、前

述した遭難対策基金の積立や山岳遭難保険の加入等

の財政基盤の確立以上に、TTC として常に努力し続

けなければならない重要な施策がある。それは、安

全登山に関する知識や技術を学ぶだけでに留まらず、

メンバ全員に安全登山意識の重要性を啓蒙し、登山

行動においては、安全が何ものにもまして常に最優

先するという行動規範を根付かせることにある。そ

のためには、TTC として安全登山に関する知識・技

術・意識向上の勉強会を企画し、繰り返しこれらを

学習することによって全員が確実に安全登山意識を

身につけることが重要である。 

 TTC としてもう一つ重要視している方針として、

個人情報保護に関連した個人の健康管理に関するル

－ルがある。重要な個人情報である健康状態に関す

るメンバ情報は、TTC としては基本的に関知しない。

その代わりに、健康管理はメンバ各自が自己責任に

おいて確実に実施して頂くということである。これ

は、前所属同好会で、会への提出を義務づけていた

健康状態に関する個人デ－タが宗教活動に悪用され

たという苦い経験から出た方針である。 

 個人情報保護と情報公開の相矛盾する問題は、そ

の後のメンバ携帯電話番号リストの整備や TTC 公

式ホ－ムペ－ジの掲載内容等において、現在 TTC

が直面している大きな問題の一つであるが、具体的

内容は関係する各章で詳述する。 

 

過去10年間のTTC主催山行での最大の危機;TTC ﾊﾟ-ﾃｨが遭難

の危険に遭遇した八ｶﾞ岳縦走(1997.10)｡一夜明けた赤岳稜線

は氷雪の世界に変容。危険を冒して氷雪の赤岳ｷﾚｯﾄの岩場ﾙ-

ﾄを下山する事態に遭遇。 
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表１　丹沢トレッキングクラブの１０年間の主なイベント／トピックス

年度 月日

1997年度
(H9年度）

3月16日

4月13日
4月19日

5月17日

9月14日

12月15日

1998年度
(H10年度）

3月7日

8月23日

1999年度
(H11年度)

3月11日

2000年度
(H12年度）

3月18日

2001年度
(H13年度)

3月10日

5月13日

12月15日

2002年度
(H14年度）

3月16日

11月17日

２月

2003年度
(H15年度)

3月15日

7月10日

9月27日

2004年度
(H16年度)

3月20日

10月

2005年度
(H17年度）

3月19日

4月10日

７月

10月

2006年度
（H18年度）

3月18日

7月14日

７月

８月

10月

３月

TTC主催山行への申込み･取り消しに関する規定制定。

TTCホ－ムペ－ジアクセス者数１００００件達成。アクセス１万件目の方に記念品贈呈。

活動方針に関する第３回意向調査ｱﾝｹ-ﾄ実施。安全登山教室６回実施（１０月まで実績）。

TTC１０周年記念誌発行（予定)､丹沢三ﾉ塔ﾖﾓｷﾞ尾根で１０周年イベント山行（予定）。

定例１２回／提案12回を計画し､１０月末時点で、定例７回（うち、宿泊２回）／提案8回（うち､宿泊５回）、延べ参加者数189
人。

TTC会員を50名を限度に積極的に増やすとの方針から、丹沢鍋割山にて｢仲間作りの登山教室を開催（ゲスト参加21名）。

TTC通信・TTC例会議事録：１００号記念号発行。

TTCﾒﾝﾊﾞから初めて２名の日本百名山登頂者（ＴＨさん、ＳＦさん）。安全登山教室９回開催。活動方針に関わるﾒﾝﾊﾞの第２
回意向調査ｻﾝｹ-ﾄ実施。
定例13回／提案15回の山行を計画し、定例10回（うち､宿泊5回）／提案13回（うち､宿泊9回）、延べ参加者364人。TTCﾎ-
ﾑﾍﾟ-ｼﾞｱｸｾｽ数:約2559件。

H18年度総会開催。世話人代表留任。10周年記念行事決定（記念誌発行、ｲﾍﾞﾝﾄ山行）。会員43名(その他休会中4名）でｽ
ﾀ-ﾄ｡

幌尻岳山行で新たに３名の百名山登頂者誕生(ＩＹさん、ＭＳさん、ＭＹさん）

安全登山教室の一環として厚木市消防隊を講師に招き「救急救命蘇生法実技講習｣をはじめ、都合５回の登山教室開催（う
ち２回はPC教室）。電子ﾒ-ﾙの普及率73%に達する。

定例29回／平日10回の山行を計画し、定例25回（うち､宿泊13回）／平日5回を実施し、延べ参加者391人。TTCﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞｱ
ｸｾｽ数:約3200件。共同装備として5W無線機購入｡

H16年度総会開催。世話人代表にＳＹさんを選出。平日山行に代わり、提案山行創設。TTCメンバ提案山行運用規定、TTC
個人山行届出規定制定。会員36名（その他休会中４名)でｽﾀ-ﾄ｡

TTC活動方針に関するﾒﾝﾊﾞ意向調査ｱﾝｹ-ﾄ実施。安全登山教室４回実施。

定例25回／提案6回の山行を計画し、定例22回（うち、宿泊10回）/平日6回（うち、宿泊1回）を実施し、延べ参加者318人｡
TTCﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞｱｸｾｽ数:約2150件。日本ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ協会会員に加入登録（２月）

H17年度総会開催。世話人代表にＳＳさんを選出。会員37名(その他休会中7名）でｽﾀ-ﾄ｡

丹沢鍋割山にて5周年記念集中登山実施（２９名参加）。
安全登山教室6回開講｡とくに、｢安全登山のための生理学｣を集中的に勉強。
ＴＴＣ公式ホ－ムペ－ジオ－プン。

定例２８回／平日９回の山行を計画し、定例２４回（うち、宿泊７回）／平日６回（日帰りのみ）、延べ参加者429人。共同装備
としてﾃﾝﾄ２張購入（その他､１張寄付を受ける）。

H15年度総会開催。世話人代表留任。会員36名（その他休会中4名）でスタ－ト。TTCﾏｲｶ-山行の車両利用規程制定。

北海道大雪山旭岳～トムラウシにおいてTTCとして初めて4泊5日の天幕縦走を実施。

安全登山教室開講3回（５月～７月）。

第２真冨士山（静岡県）を下山中、女性メンバが転倒して手指骨折事故発生。

TTC５周年記念誌｢やまなみ」発行。

ＴＴＣハ－モニカクラブ発足（メンバ１０名）。

定例２９回／平日９回の山行を計画し､定例２５回（うち、宿泊７回）／平日６回（うち、宿泊１回）実施し、延べ参加者426人。

H14年度総会開催。世話人代表にＫＴさんを選出。ＴＴＣ通信発行担当者がＭＹさんに交代。会員38名（その他休会中3名）で
ｽﾀ-ﾄ。

３７回の定例山行を計画し、３０回実施（うち、宿泊１１回）、延べ参加者352人。

H11年度総会開催。世話人代表にＳＹさん選出。TTC通信発行担当者がＫＴさんかＫＴさんに交代。会員数３９名でｽﾀ-ﾄ。

２７回の定例山行を計画し、２６回実施（うち、宿泊１０回）、延べ参加者数３３７人。

H12年度総会開催。定例山行の他に、平日山行制度を創設。世話人代表にＫＴさんを選出。会員３４名でｽﾀ-ﾄ。

定例山行２４回、平日山行１０回を計画し、定例山行２１回（うち、宿泊４回）、平日山行１０回（うち、宿泊３回）実施し、延べ
参加者数386人。小出力無線機２台購入。

H13年度総会開催。休会制度創設｡世話人代表留任。会員35名（その他休会中4名）でｽﾀ-ﾄ。

Ｉﾄﾞﾗｲﾊﾞによるﾏｲｸﾛﾊﾞｽ運転初山行(上州荒船山）｡2000.4に正式にTTCﾒﾝﾊﾞに加わり、専属ドライバとして定着。

TTCメンバのお一人であるＹＮさんが病のため逝去。奥秩父クリスマス山行（12/20-21)の際､金峰山の稜線にて故人が望
んで果たせなかった南ア北岳に向かって黙祷を捧げる。

３１回の定例山行を計画し、２７回実施（うち、宿泊山行１１回）、延べ参加者数３６０人｡

H10年度総会開催。新世話人１１名（新任3名）､世話人代表留任。会員３４名。現会員の推薦があれば会員50名を限度に新
加入を認めることを決定。

臨時徴収(一人\2500）によりコピ－機購入（￥８５，０００）。保険加入（スポ－ツ団体傷害保険、厚木市ふれあい保険、日本
山岳会特別共催）。ＴＴＣカンパ金制度創設。ｶﾝﾊﾟ金により早速共同装備として９mm径/40m長ｻﾞｲﾙ購入。

南ア仙丈ｶﾞ岳大滝ﾉ頭付近を下山中のTTC13名ﾊﾟ-ﾃｨ中、女性ﾒﾝﾊﾞが転倒して左足腓骨を骨折。ﾒﾝﾊﾞが交代で北沢峠まで
背負って自力下山。

主な出来事

11名の山仲間が発起人になり、「自然を愛し、山を愛し、人を愛し、変わらぬ友情を育む」ことを目標に掲げ、全員参加による
民主的運営を基本に、安全で楽しい登山を実現する地域山岳同好会を創立をすることを決定。

クラブの名称を丹沢トレッキング（ＴＴＣ）とし、設立趣意書、丹沢トレックングクラブ規約、会費、遭難対策基金積立、活動基本
方針等を決定。
丹沢三ﾉ塔ヨモギ尾根にてＴＴＣ第１回定例山行を９名の参加者の下に実施。
ＴＴＣ通信第１号発行。
ＴＴＣ設立総会が３３名の賛同者により、厚木市緑ｹ丘公民館で開催。世話人１１名（発起人）、初代世話人代表にＭＹさんを
選出。
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４．活動の概要 

 創立以来今日までの約10年間のTTCの主な出来

事、イベント、トピックス等について、表１にまと

めて示した。なお、活動分野毎の活動内容の詳細に

ついては、以下の各章に述べる。 

 

4.1 ＴＴＣ主催山行 

TTC が主催する山行には、以下の３種類がある。 

(1) 定例山行 

(2) 平日山行(2000 年度～2003 年度) 

(3) メンバ提案山行(2004 年度～) 

定例山行は、年間計画として年度当初には日程と

場所があらかじめ定められたもので、メンバからの

山行希望場所アンケ－ト集計結果を参考にして世話

人会で原案を作成し、総会で承認を受けた山行計画

で、TTC が主催する山行の中心をなすものである。

原則としてメンバのほぼ全員が参加できるレベル★

★（いわゆる一般コ－ス／歩行時間：約６時間以内

が目安）以内としている。事前に定められた立案担

当者が計画書を作成し、その内容を計画係がチェッ

ク、必要に応じて修正する。このようにして完成し

た計画書を世話人会に諮って承認を受けたのち、至

近の例会に提案する。募集定員も特別な事情がない

限り制限しない。 

平日山行は、主として週末に実施する定例山行と

並んで、平日に実施する山行として、2000 年度に創

設され、2003 年度末までの４年間継続実施した。平

日山行は、主として(氏名削除)の 3 氏のご努力によ

って企画運営されたが、諸般の事情により 2003 年

度末で休止になった。 

メンバ提案山行とは、山行に対するメンバからの

多様なニ－ズを満たすものとして、2004 年度に新設

された。現状では、定例山行と並んで、TTC 主催山

行の２本柱になっている。TTC メンバならばどなた

が提案してもよく、提案する場所、コ－ス、日程（た

だし、TTC 定例山行、並びに例会の実施日は原則と

して避ける）、スタッフの選任は、提案者の裁量に任

されている。ただし、TTC 主催山行として、TTC

がその催行に全面的な責任を負うという観点から、

①計画書を事前に計画係に提出して安全審査を受け、

安全登山の観点から変更等のアドバイスを受けた場

合はそれに従う。②計画の周知（計画書の配布）は

メンバ全員に行う。ただし、③山行レベルの設定に

制限なし、④参加資格並びに募集定員等に対する制

限条件は計画者の裁量、⑤パ－ティメンバの半分以

下の人数であれば、TTC メンバ以外の参加も可、と

いう点で、定例山行とは異なる。また、提案山行は、

①および②の条件を満たすことによって、TTC 主催

山行として担保している点で、個人山行とは決定的

に異なる。これは、後述するように、スポ－ツ傷害

保険の補償が、TTC が主催する山行（団体行動）し

か受けられないことと、TTC が提案山行の安全性に

責任を持つという観点から重要な要件である。なお、

メンバ提案山行の定義等については、別掲の「TTC

メンバ提案山行運用規定」に詳しく定められている

（第２部／資料集１参照）。 

16

11

19

11

16

10

24

7

23

8

23

7

17

13

17

11

9

14

11

9

0

5

10

15

20

25

30

35

実
施
回
数

97 98 99 00 01 02 03 04 05 06

年度図１．TTC主催山行の実施回数の年度推移

宿泊

日帰り

 

図２．ＴＴＣ主催山行への参加者数／一人あたりの年間参加数
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図１にこれまで10年間のTTC主催山行の年度別

実施回数を、日帰り山行と宿泊山行に分けて表示し

た。2006 年度は、４～１２月までの実績である。計

画したが悪天候等で中止した山行は含まれていない。 

月２回の定例山行が標準であった 1997~1999 年

度は、年間 25~29 回の山行が実施され、そのうち、

１0 回強が宿泊山行であり、その行き先は、南北ア

ルプスや八ｶﾞ岳等の比較的近い場所が多かった。 

平日山行が盛んに実施された2000~2003年度は、

実施回数が約 30 回に増えた代わりに、宿泊山行が

6~7 回に減り、宿泊山行に替わって、日帰り山行が

数多く実施された。 

2003 年以降になると、北海道や九州等の遠距離に

あって、登り残している百名山登頂への要望が増え 
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るとともに、メンバ提案山行制度が発足したことに

より、メンバのニ－ズが山行計画により直接的に反

映されやすくなった。これら両者の効果が相まって、

より難度の高い山行や遠距離の大雪山・トムラウシ

天幕縦走山行等が計画・実施されるなどした結果、

再び宿泊山行の回数が 10 回以上に増加した。 

 TTC 主催山行での冬季雪山登山は、北八ｶﾞ岳や丹

沢蛭ｶﾞ岳等への雪山山行が中心で、南北アルプス等

での本格的な冬山登山は、TTC の実力を越えるもの

であり、これまでほとんど実績はない。本格的な沢

登りやロッククライミング等についても同様である。 

宿泊山行は、春秋は１泊、夏の南北アルプスのビ

ック山行でも、小屋泊まり 3～４泊が中心である。

2005 年実施の北海道ビック山行での 6 泊 7 日とい

うのが、これまでのTTC山行での最長記録である。 

TTC 主催山行への参加者数と、会員一人あたりの

年間参加回数をグラフにしたものを図２に示す。年

度によって、年間参加者数に変動はあるが、日帰り

山行は、200～350 人／年、宿泊山行は 75~150 人

／年である。山行１回あたりの参加者数（パ－ティ

構成メンバ数）は、日帰りで平均 13～14 人。宿泊

山行では約 10 人である。メンバ一人あたりの年間

平均参加回数は、9~12 回の範囲である。TTC に席

はあるが、体調や家庭の事情等で実質的に活動休止

中のメンバが 10～15％存在する。それらの方々の非

活動分を差し引いて考えると、大部分の TTC メン

バは、平均して月に１回山行に参加していることに

なる。このように、TTC 全体としては、設立以来活

発な山行が継続して実施されている。 

 TTC10 年間に実施した山行は日帰り 175 回、宿

泊 101 回／合計 276 回で、延べ参加者数は 3,635 人

にのぼる。また、最近 TTC メンバから 5 名の日本

百名山登頂達成者が相次いで誕生した。2005 年度に

は、ＡさんとＢさんが、そして、2006 年７月の幌尻

岳山行では、Ｃさん、Ｄさん、Ｅさんの 3 名が見事

百名山登頂を達成した。 

この 10 年間に発生した傷害保険支払い対象とな

る骨折事故等のアクシデントは表2示す3件である

が、幸いなことに救助ヘリを要請するような山岳遭

難事故例は一件もない。また、事故には至らなかっ

たが、一つ間違えれば、遭難事故になった可能性が

高い4件をヒヤリ･ハット事例として表3に示した。

この中で、仙丈ｶﾞ岳下山中の大滝ノ頭付近で女性メ

ンバが転倒して左足骨折の怪我を負った 1998 年 8

月のアクシデントは TTC がこれまで経験した最大

の山岳事故である。この時は、メンバが交代で怪我

人を背負って北沢峠まで自力下山した。この仙丈ｶﾞ

岳の骨折事故は、我々TTC にとって、安全登山に対

する考え方と取り組みを大きく変える契機になった。

すなわち、これ以降TTCメンバの共通認識として、

徐々にではあるが、安全登山最優先が根付いて行っ

た。その査証として、表４に TTC 主催ビック山行

における実施途中での撤退事例（出発前に中止･変更

した事例は除く）を示す。仙丈ｶﾞ岳以降、その回数

は 8 回にのぼる。北海道等の遠方まで出向いて行っ

てからの中止や撤退の決断は、同行メンバの意見取

纏めにおいてもかなり厳しいシ－ンもあるが、TTC

メンバ全員の意識が安全登山第一で一致しているの

で、中止／実施の判断を巡って、これまでにトラブ

ルになった事例はない。そういう意味でも仙丈ｶﾞ岳

登山は、TTC にとって重要なエポックとなった。 

警察庁集計の最近数年間における年間山岳遭難事

故発生件数は 1300 件台で推移しており、その約

80％は 50 歳代以上の中高年登山者が占めている。

労山傘下組織登山者の年間山岳事故発生確率は

1/60~1/70 というデ－タが発表されている。他方、

TTC での事故は統計に乗らない軽微な怪我のみで

あるが、その年間事故（怪我）発生確率は、約 1/125

（1/1000 人･回以下）である。TTC 主催山行では、

2000 年 5 月に発生した第２真富士山での手指骨折

事故以来、幸いなことに 6 年以上大きな事故は発生

していない。しかし、表 3 に示したヒヤリ・ハット

事例のように、一歩間違えば大きな事故になりかね

ない事例もある。また、最近山以外の日常生活での

ちょっとした不注意による転倒や交通事故等によっ

て、TTC メンバの骨折、打撲、捻挫、脱臼等の怪我

が目立ってきている。これも加齢による反射神経・

筋力の衰えだけではかたづけられない問題である。  

 最後にＩドライバと TTC との出会いについて一

言触れる。Ｉさんには、TTC 発足直後の荒船山山行

(1997.9)の際に、運転代行会社派遣ドライバとして

初めてマイクロバスのハンドルを握っていただいた。

TTC の雰囲気がすっかり気に入り、2000 年度から

TTC の正式メンバになった。以来今日まで TTC の

専属ドライバとして、早朝から深夜まで東に西にと

ハンドルを握っていただいてた回数はゆうに150回

を越える。おかげさまで片道 300km まで日帰圏と

なり、TTC の行動範囲が格段に広がるとともに、居

眠りしながら帰路に着くことができる。 

この10年間の間に実施されたTTC主催山行の年

度別山行実施結果を、本文末に付録として収録した

ので、詳細は本付録をご参照頂きたい。 
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4.2 ＴＴＣ例会 

 TTC 活動基盤の一つに、月一回の月例会開催があ

る。原則として、第 3 土曜日の午後７時から９時ま

での 2 時間。会場は、厚木市緑ｹ丘公民館を中心に、

睦合南公民館や小鮎公民館で開催してきた。3 月例

会は、前年度の活動報告、新年度計画や会計報告／

予算、世話人選任等の審議をする年度総会をかねて、

また、12 月例会は１泊泊まりの忘年山行の際に開催

するのが慣例になっている。 

 例会では、山行計画の提案･説明、山行実施結果の

報告、山行募集、世話人会報告をはじめ、TTC の重

要案件は、すべて報告され、審議される。例会に先

立って安全登山教室を、終了後にビック山行参加者

への説明会も実施している。また、写真の交換をは

1998.8 の南アルプス仙丈ｶﾞ岳山行。下山中女性メンバが足を

骨折し、メンバが交代で背負って自力下山。本山行はその後

の安全登山に対する TTCの意識改革のエポックになった。 

 

 

    



 TTC 10周年記念誌 第１部／TTC10年の歩み 

 

じめ、メンバの重要なコミュニケ－ションの場とな

っている。 

 図３に例会出席者数と出席率の年度推移を示す。

出席者総数は、220~300 人／年で、出席率はおおむ

ね 60%台で推移しているが、2000 年度のみ 55.6％

に低迷した。当初、世話人の意識として、例会の位

置づけを、TTC の総意を決める最高意志決定機関と

の考えが強かった。このため、民主的プロセスを重

要視する余り、議事進行が堅苦しくなり、かつ主催

者側の一方通行になりがちだった。 

2000 年度の出席率低迷を経験してからは、厳密に

なりがちな民主的手続きを簡略化して、堅苦しい議

論をできるだけ避け、ワイヤイ話し合える場を多く

持つように改善するとともに、例会に先駆けて、安

全登山教室を開催する機会を多く設定し、一般メン

バにとって、月１回の例会出席が楽しみになるよう

工夫・改善を図った。この改善効果もあり、再び 60％

台の出席率に回復した。しかし、例会の進行が、時

間的制約もあり、一方通行になりがちであるという

弱点を払拭できたわけではない。 

また、例会に出席できなかったメンバへの例会決

定事項等の情報周知手段として、毎回議事録を発行

し、メンバ全員に配布している。

図３．例会出席者数と出席率の年度推移
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4.3 世話人会 

 表 5 にこれまで 10 年間の世話人の名前と、そ

の担務表を示す。当初、11 人の発起人がそのまま世

話人に就任したが、その後、新規加入されたメンバ

にも徐々に世話人をお願いしている。現在の世話人

13 名中、発起人メンバは 5 名に過ぎない。世話人に

よる集団指導体制を敷くTTCでは、世話人代表は、

１年任期／２期で交代するのを慣例としてきた。 

これまで、世話人代表は、6 代／5 人、会計係は 2

代／2 名、TTC 通信発行責任者は 3 代／3 名がそれ

ぞれ担当してきている。今後も TTC のよき伝統を

守っていくと同時に、世話人の世代交代を確実に進

めていく必要性を痛感している。 

世話人会の開催は、原則として毎月１回、例会開

催に先駆け、0.5～１時間開催している。議題は、

TTC 主催山行計画の内容検討と安全審査の他、活動

方針や運用等 TTC 活動全般にわたる。世話人会の

意志決定は全員一致を原則としている。次年度の活

動方針を議論し、山行場所の世話人案を作成する臨

時世話人会は、毎年１月に開催し、約１日掛けて審

議のうえ、世話人案を決定している。この案は、3

月の総会に諮られて、TTC の活動報告、活動方針、

予算決算案として決定される。 

なお、メンバに電子メ－ルが普及した最近では、

電子メ－ルを利用しての世話人会稟議の機会が確実

に増えつつある。 

 

4.4 ＴＴＣハ－モニカクラブ 

TTC 内には、ハ－モニカ演奏を趣味にしているメ

ンバが多い。山行場所への行き帰りのマイクロバス

車内でのハ－モニカ演奏や、それに合わせた合唱が

自然発生的起こり、同好者を増やしてきた。 

そんな状況の中、2001 年冬にTTC ハ－モニカク

ラブが誕生した。当初TTC メンバを中心に 10 名程

度で練習を重ね、その成果を地元の老人施設、自治

会や公民館の行事等で披露してきたが、最近では、

演奏技術も高度になり、コンサ－トや他の音楽グル

－プとコラボレ－ションをするまでに腕をあげた。 

また、最近では TTC メンバ以外のメンバも増え

たこともあり、2007 年度からは、ハ－モニカクラブ

として、TTC から独立した存在とし、なお一層の飛

躍を図って行く予定である。 

 

4.5 安全登山教室と遭難対策 

 メンバの相互扶助の一環として、TTC 設立当初

より、毎年度当初に一人 3000 円の遭難対策基金を

預かり、100 万円を目標に積み立ててきた。設立 9

年目の 2005 年に目標の 100 万円に達したが、100

万円では、民間ヘリ 2 時間分の費用に過ぎないこと

から、継続して積み立てるとのメンバ多数意見によ

り、積立を継続している。また、万が一の場合の遭

難対策基金の使い道を明確にする目的から、2003

年度には「TTC 個人山行届出規定」を制定した。こ

れにより、事前に TTC に登山届が提出された個人

山行に対しても、メンバ遭難時の TTC の物理的・

金銭的な支援体制、並びに TTC としての免責条件

等を明確に定めた。 
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なお、TTC には、前出した規約・規定類の他、 

TTC を公正に運用するために必要ないくつかの規 

定類を制定し運用している。これらTTC 規約・規 

定類のリストを表６に示す。規定類の本文は、本誌 

第２部／資料１に収録してあるので参考にして頂き 

たい。また、規定の大半は、TTC 公式ホ－ムペ－ジ 

にも掲載されている。 

 

TTC メンバの安全登山に対する意識は、前述した ように、1998 年 8 月に南アルプス仙丈ｶﾞ岳で発生
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した骨折事故を契機に大きく変わった。 

TTC のスロ－ガンのひとつは「安全で楽しい登

山」であるが、正直「安全」は観念として理解して

いても、具体的な安全行動や安全施策としては、ほ

とんど実行されていなかった。この山岳事故を契機

に、日本山岳協会特別共済の山岳遭難保険(年額一人

3000 円の掛け捨て)に緊急加入した。それまで加入

していた保険は、スポ－ツ安全保険(団体傷害保険)

と厚木市市民活動保険（団体傷害保険、厚木市在勤･

在住者が対象）のみであり、遭難救助費用は保険の

対象外であった。もし、負傷者の救助に民間ヘリの

出動を要請して、数百万円という多額の費用が発生

した場合、TTC または本人が全額負担しなければな

らない。前出の特別共済の遭難救助支援費用が、一

人最大300万円という補償内容で十分かどうかの議

論はあるが、とりあえず、万が一の場合の金銭的な

備えは一応整備された。なお、TTC メンバが現在加

入している 3 種の山岳保険の内容については、表 7

にまとめて示してあるので、詳細は本表を参照して

いただきたい。 

発足当時の 33 名のTTC メンバは、大多数が数年

以上の登山経験者であった。そのため、TTC として

登山技術や知識の勉強会を組織だって開催する必要

性はとくに感じてはいなかった。そのため、山行の

行程途中で、時折、地図の読み方や磁石の使い方等

の実施指導をする程度に過ぎなかった。 

しかし、仙丈ｶﾞ岳でのアクシデントを体験した以

降、安全登山教育の必要性を痛感するようになった。

そこで、翌 1999 年度からようやく安全登山知識の

勉強会を開催するようになった。当初は、年に 2～3

回のペ－スで、装備、天気、地図、計画立案等の一

般知識から始まり、2001 年頃からは安全登山に関わ

る知識を勉強し始めた。とくに、2002 年度に 4 回

にわたって開講した「安全登山のための生理学」で

は、人間が有酸素運動した際の医学的・生理学的な

作用、筋肉や脳の疲労メカニズムをその基本原理か

ら学び、安全登山を実践するには、何が一番重要か？

を本質から理解することができた。それ以降、毎年

5 回以上のペ－スで、厚木消防隊を招いての救急救

命蘇生法の実技訓練、BCAA アミノ酸サプリメント

の疲労低減効果や筋力疲労軽減登山グッズ、中高年

の基礎体力と日常の筋肉トレ－ニングの重要性、遭

難事例研究、最新登山ウェア･装備類の知識習得、著

名登山家の安全登山に関する提言、等々を学んでき

た(表 8 参照)。勉強会は、主として、例会前の 1 時

間を充て、特定の 1～２人の世話人が講師を務めて

いる。また、これら安全登山講座を補完するものと

して、TTC 通信に「安全登山豆知識」のコ－ナを設

け、安全登山に関する身近でタイムリ－な話題を数

多く取り上げ、毎月掲載するよう努力している。 

現在の TTC メンバには高度な登山技術はほとん

ど必要ない。必須なのは安全登山に関する知識と技

術を深く学び続けることにより、登山活動において

最も重要な行動指針は「安全第一主義」であり、人

命に関わるような山岳遭難事故は、メンバからは絶

対出さないという強い決意を TTC メンバ共通の意

識として定着させることにある。また、山仲間に遭

難事故死を出してしまった山岳同好会メンバが受け

る精神的苦痛は計り知れないものがあることを、身

近な例で我々は知っている。仲間から遭難事故を絶

対出さないという思いの重要性を我々に気づかせて

くれたのは他ならぬ仙丈ｶﾞ岳山行であったといえる。 

このような経過をたどりながら、TTC 主催山行の

行動指針としての「安全第一主義」が、TTC メンバ

のコンセンサスとして自然に定着して行った。この

結果として、すでに表 4 に示したように、たとえビ

ック山行の行程途中であっても、悪天候であれば、

全員一致であっさり撤退するという TTC の安全第

一主義の行動規範が定着した。また、その結果とし

て、この 6 年間大きなアクシデントを 1 件も起こさ

ずにすんでいるという実績につながったと考える。 

しかしながら、TTC の主力メンバの加齢による最

近の基礎体力・筋力の衰えはまぎれようもない事実

である。日常生活のちょっとした不注意から、怪我

をする事例が最近目立つようになったのも、それを

査証するもといえる。このような古参メンバには、

日常の筋力トレ－ニングの重要性を啓蒙するととも

に、自らの体力に合ったシニアメンバ用山行計画を

立案し、「山つき温泉山行」等に象徴されるゆとりの

山行に切り替えてゆく必要性を痛感している。もっ

とも、これは TTC として強制するものではなく、

あくまでもメンバ個々人が判断することである。 

なお、2003 年頃になると、TTC メンバの間では、

山行計画書並びに山行実施報告書を作成するのに、

ワ－プロソフトを使用してＰＣ上で行うのが標準的

になり、インタ－ネット検索による情報収集や、電

子メ－ルによるメンバ間の情報交換等も広く利用さ

れ始めた。それに伴い、メンバから PC や電子メ－

ルの使用方法を教えて欲しいとの声が上がり、2003

年度には、PC やインタ－ネットの基本原理、電子

メ－ルの基本的操作方法等についての基礎講座を 2

回開催し、TTC メンバの IT 化推進に寄与した。
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4.6 クラブ運営費と共通装備の整備 

 表 9 に TTC としてこれまでに取り揃えた登山

用共同装備、ならびに備品のリストを示す。メン

バから寄付していただいたテント 1 張、ツエルト

2 張、日光白根山で遭難者の遺体を発見し、栃木

県防災ヘリへの遺体収容作業を手伝った際に

(2006 年 5 月)、偶発的な理由で栃木県からご寄付

いただいたザイル 2 本を除いて、TTC メンバが費

用を出し合って購入したものである。 

TTC 発足直後に購入する必要があったコピ－

機は、メンバ全員が一人 3000 円を拠出して購入

したが、それ以外は、TTC カンパ金会計という、

TTC 独自のシステムで資金を調達して購入した。

また、5 周年記念誌制作費の大半もこのカンパ金

会計で賄った。今回の 10 周年記念誌の制作費用

も同様である。 

カンパ金システムとは、山行終了時の会計精算

処理の際、一人 100 円以下の端数を集めて、カン

パ金会計としてプ－ルしておき、金額の張る共同

装備の購入資金に充てようというものである。そ

の後、テント等の購入資金や５周年記念誌制作費

用等を捻出するため、一山行あたり一人 100~300

円程度カンパ金を上乗せして頂くようになり、現

在に至っている。これにより、年間約 5 万円のカ

ンパ金が集まり、この資金で表９に示すように、

これまで７点の共同装備を購入するとともに、５

周年記念誌制作資金に充てた。 

クラブ運営に直接必要な費用は、月 300 円（年

間 3600 円）の会費ですべて賄っている。費用の

大半は山行計画書、山行実施報告書、TTC 通信、

例会議事録、安全登山テキスト等の各種資料の製

作に関わる用紙代、コピ－代、並びに郵送料で占

められている。活動が活発になればなるほど、資

料が増え、月会費 300 円では苦しく、会費値上げ

を検討したときもあった。しかし、メンバの賛同

をえて、従来から実施してきたＴＴＣ通信と例会

議事録のメンバ全員への郵送を取り止め、電子メ

－ルのあるメンバには 2005 年度より電子メ－ル

に添付しての電子ファイル配信に変更した。 

2006 年 11 月現在の TTC メンバの電子メ－ル

普及率は実に 84％(44 人のメンバ中、37 名)にの

ぼる。平均年齢 60 歳を超えたグル－プの電子メ

－ル普及率としては、驚異的な数値といえよう。

これにより、毎月約 3000 円の郵送料を 1000 円台

に節約できた結果、会費値上げの危機は当面回避

できた。 

表　9　　ＴＴＣ所有備品･共同装備一覧

Ｎｏ． 品名 数量 購入金額入手年度 規格・仕様等

1 コピ－機 1台 120,109 1998 富士ゼロックスXC810型

2 ザイル 1本 15,592 1998 8mm径x40m長
3 小電力無線機 2台 33,013 2000 ﾌｧﾙｺﾝ社製、出力0.6W/周波数400MHz帯ﾄﾗﾝｼ-ﾊﾞ
4 レスキュ－ベルト 1本 2,730 2002 怪我人運搬用
5 テント　No.1 1張 55,965 2002 ﾓﾝﾍﾞﾙ製4人用､ｸﾞﾗﾝﾄﾞｼ-ﾄ付(黄色）
6 テント　No.2 1張 58,852 2002 ﾍﾘﾃ-ｼﾞ製ｴｽﾊﾟ-ｽｽｰﾊﾟﾗｲﾄ（3ｼ-ｽﾞﾝ4人用/緑色）
7 テント　No.3 1張 0 2003 ﾍﾘﾃ-ｼﾞ製ｴｽﾊﾟ-ｽﾏｷｼﾑ（3ｼ-ｽﾞﾝ3人用/緑色）,ＹＭ･ＴＨ、ＫＳさん寄贈
8 5Wﾄﾗﾝｼ-ﾊﾞ/ﾚｼ-ﾊﾞ　No.1 1台 35,490 2003 icom　IC-T90型(3バンド無線機+ﾚｼ-ﾊﾞ)
9 5Wﾄﾗﾝｼ-ﾊﾞ/ﾚｼ-ﾊﾞ　No.2 1台 31,290 2004 icom　IC-T90型(3バンド無線機+ﾚｼ-ﾊﾞ)
10 ツエルト黄色 1張 0 2005 ICI製2～3人用（黄色）、内張りリム1本つき、ＭＹさん寄贈
11 ツエルト緑色 1張 0 2005 ﾍﾘﾃ-ｼﾞ製2～3人用(緑色）、内張りﾘﾑ1本つき、ＳＹさん寄贈
12 ザイル 2本 0 2006 12mm径x50m長固定用ﾛ-ﾌﾟ、栃木県防災ﾍﾘより寄贈

353,041  

 

北海道大雪山･トムラウシ天幕縦走山行（2003 年７月実

施）。夕立降りしきるヒサゴ沼畔の泥田の上にテント設営。

TTC の山行形式の幅を大きく広げる記念すべき山行とな

った。 

 

4 年越し 2 度目の挑戦で念願を果たした幌尻岳山行。額平

川の渡渉は丹沢水無川本谷での 2度の渡渉訓練の成果が大

きくものをいった。
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4.7 広報活動と TTCホ－ムペ－ジの運用 

 TTC 活動の根幹をなす重要方針の一つとして、

メンバへの情報公開の徹底と情報の共有化がある。

その具体的手段として、毎月１回発行する TTC

通信と例会議事録はその両輪であり、2006 年 12

月でともに 117 号目の発行となる。 

TTC 通信には、山行実施報告・至近の山行予定、

各種お知らせ、メンバ動向等の情報の他、メンバ

全員による紙面作りの観点から、メンバのリレ－

投稿記事を連載している。「会員のプロフィ－ル」、

「私の一山」の 2 シリ－ズの掲載が終了し、2006

年 11 月号より、３巡目の「心に残る山行」シリ

－ズの連載が始まる。その他、「安全登山豆知識」

とタイトルを付けたコラムを連載している。安全

登山意識を高めるために有用と思われるタイムリ

－で身近な話題を選んでその都度記事にしている。

TTC 通信と例会議事録は、大多数のメンバによく

読まれており、その記事内容も役に立っていると

支持されている。 

このようなメンバの意向や意識・動向等に関す

るアンケ－ト調査を、毎年秋に実施して、その結

果を次年度の活動方針策定に生かしている。2005

年 10 月に実施したアンケ－ト集計結果を本文資

料として添付してあるので詳細はそれを参照頂き

たい。また、過去 5 年分の TTC 通信を本誌第２

部／資料集１に収録してあるのでそちらも合わせ

てご覧頂きたい。 

 世話人の一人であるＫ氏のご努力により、2002

年2月にTTC公式ホ－ムペ－ジがオ－プンした。

山行時のスナップ写真や山行実施記録、TTC 通信

等が素早くアップデ－トされるため、多くのTTC

メンバがその日を心待ちし、頻繁にアクセスして

楽しんでいる。また、ヤフ－等のポ－タルサイト

から「丹沢」のキィワ－ドで TTC が検索できる

ようになった。これにより、TTC メンバ以外から

のアクセスが確実に増えた結果、TTC の知名度も

上がり、TTC のホ－ムペ－ジを閲覧して、是非入

会したいという方からの入会の問い合わせが増え

ている。 

なお、TTC ホ－ムペ－ジへの年間アクセス数は、

2003 年度：約 3200 件、2004 年度：約 2150 件、

2005 年度：約 2560 件で、2006 年 8 月には、総

アクセス数が１万件を突破した。 

現在、TTC 通信、山行実施記録をはじめとする

TTC の主要な資料は、すべてA４版用紙に印刷す

ることを前提にワ－ド、エクセル等のワ－プロソ

フトによって編集されている。これら資料をホ－

ムペ－ジ掲載に適した HTML 形式に変換するこ

とは、罫線処理等の技術的問題から現状ではそう

簡単ではない。そこで現在、ワ－ドやエクセル形

式で製作された資料は、やむを得ずすべてＰＤＦ

ファイルに変換して、ホ－ムペ－ジに掲載してい

る。従って、ホ－ムペ－ジで閲覧した際、読みに

くい、キィ－ワ－ド検索が利かない、ホ－ムペ－

ジに掲載するに不都合な固有名詞等を簡単に直せ

ない等の技術的問題がある。個人情報保護の観点

からも改良すべき問題点を孕んでいるものと認識

しているが、マンパワ－の観点からも現状ではう

まい解決策を見いだせていない。 

現在の TTC ホ－ムペ－ジの運用管理は、すべ

てＫ氏のボランティアによってなされている。

2006 年秋に実施された厚木地区の光ネットワ－

クへの切り替え工事をよい機会と捉え、TTC ホ－

ムペ－ジを容量１ＧＢの有料サ－ビスサイトに移

行する計画である。これが完了すれば、ホ－ムペ

－ジの容量が一気に一桁増え、また、Ｋ氏以外の

担当者を加えた運用管理が可能になる。そうすれ

ば、TTC ホ－ムペ－ジのなお一層の充実と、新た

な活用の場が拓けるものと期待される。 

メンバの個人情報は、TTC として極力保持しな

いというのが、TTC の基本方針の一つであること

は既に述べた。そういう観点から、TTC メンバの

携帯電話番号リストは意識的に作成してこなかっ

た。ところが、2002 年 10 月に実施した岩木山・

八甲田山山行での夜行バスによる横浜出発の際、

買い物に出たメンバの一人が横浜駅構内で迷子に

なり、結局予約の夜行バスに乗車できなかった。

対応に当たるために残留した2名のメンバととも

に、翌朝一番の新幹線に乗って本隊の後を追うと

いう予想しなかったハプニングを経験することに

なった。このとき、もし TTC メンバの携帯電話

番号リストがあれば、すぐに本人からリ－ダに連

絡できた。その事件の反省から、例会でメンバの

賛意を得たうえで、TTC メンバの携帯電話番号リ

ストを直ちに作成した。 

このような TTC メンバの個人情報は、あれば

便利には違いないが、TTC として個人情報のセキ

ュリティ対策に自信がもてない現状では、持つと

しても必要最小限に留めたい。また、前述したホ

－ムペ－ジ上での TTC メンバの氏名や顔写真等

のメンバ個人情報をどのように保護していくべき

か？という問題の対策としては、一般公開ペ－ジ

と TTC メンバ限定のペ－ジを分ける等の必要最

小限のセキュリティ対策が必要であろう。 
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4.8 クラブの維持と世代交代・リーダの育成  

図４にTTC メンバ数（年度当初）の年度推移を、

また、図５に平均年齢の推移を示す。33 名のメンバ

で発足したTTC は、その後 2005 年度当初までの８

年間、30 人台のメンバ数で推移してきた。TTC 設

立から 2004 年度当初頃までは、新規の会員を積極

的に募集することはせず、TTC メンバの紹介で、加

入したいという方がいらっしゃれば、入会を受け入

れるという程度であった。従って、毎年退会する人

数と、入会する人数がほぼ拮抗していたことから、

メンバ数は30人台でほぼ一定という状態が続いた。

このように、新規会員の入会については、とくに積

極的な施策をとってこなかったので、メンバの平均

年齢は、図５に示すように、必然的に毎年確実に１

歳ずつ上がり、発足時の 1997 年に平均年齢が約 55

歳であったものが、5 年後の 2002 年度には 60 歳を

突破した。このような状況になってくると、TTC メ

ンバの山登りに対するニ－ズが、まだまだレベルの

高い山や未踏の百名山に積極的に登りたいというメ

ンバと、体力の限界を感じて、ほどほどの山に登れ

ればよいというメンバとに二分されてくると同時に、

クラブ全体の活性度の低下が目立つようになってき

た。 
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2004 年度になり、TTC の将来をどうするのか？

TTC メンバ内で大いに議論しあった。メンバの意見

は、①現メンバのまま活動できる限り活動し、活動

できなくなったら自然消滅でもよいとする意見と、

②安全で楽しい山登りをしたいと思っている中高年

は沢山いるのだから、TTC のよき伝統を受け継いで

いただける山好き仲間を積極的に勧誘して、TTC に

入会して頂き、TTC の運営を新しいメンバにバトン

タッチすべきという意見に二分された。前出のアン

ケ－トでメンバ全員の意向を聞いたところ、②の意

見の方が約 80％の数意見であったことから、TTC

メンバの定員を 50 名と定め、定員の範囲内で、新

規メンバを初めて積極的に募集してみようと言うこ

とに決まった。 

そこで、具体的施策として、2005 年 4 月に丹沢

鍋割山で「仲間作りの登山教室」を開催した。その

結果、21 名のゲスト参加者があり、TTC の知名度

アップに一定の貢献はしたが、苦労した割には、メ

ンバの加入にはほとんど結びつかなかった。しかし、

その後 TTC のホ－ムペ－ジを見て加入したいとい

う方が、次々に現れ、2006 年度スタ－ト時には、メ

ンバ数が 44 名まで増加した。一方、毎年１歳ずつ

上昇していたメンバの平均年齢も、2002 年度以降は

61~62 歳台でほぼ一定となり、TTC メンバの平均年

齢の高齢化に一応歯止めがかかった状態が続いてい

る。また、メンバの男女比率であるが、発足当時は

女性メンバの比率が75.8%と圧倒的に女性が多かっ

たが、徐々に男性メンバが増え、2006 年度当初にお

ける女性メンバの比率は 55.6%まで下がり、男女の

比率が拮抗するまでになった。 
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また、TTC には休会／復会という制度ある。こ

の制度はメンバの要請を受けて、200１年度に新

設されたもので、体調不良や仕事の都合等でTTC

での活動が困難になった場合は、本人の申し出に

よりいつでも休会できる。復会する場合も同様で

ある。これまでにこの制度を利用して、一時休会

後、現役復帰されたメンバが 3 名いらっしゃる。

いずれも、現役の TTC メンバとしてご活躍いた

だいている。 

他方、これまで 10 年間のTTC 主催山行でチ－

フリ－ダを担当したメンバの個人別担当回数をグ

ラフにして図６に示す。10 回以上のチ－フリ－ダ

を担当したメンバは、男性が 7 名、女性が２名で

あり、女性が常にメンバの過半数を占めているに

もかかわらず、女性メンバがリ－ダを勤めた山行

は 13.7％に過ぎず、TTC 主催山行のチ－フリ－

ダには男性が担当する場合が圧倒的に多い。また、

これまでに女性メンバが宿泊山行のチ－フリ－ダ

を担当した実績はない。TTC 山行の場合、チ－フ

リ－ダは男性、サブリ－ダや会計、救護、班長等

の山行スタッフは女性が担当する場合が多く、そ

ういう意味では、男女の役割分担が進んでいると

もいえる。 

一般的に言って、チ－フリ－ダには、安全登山

に関する知識・技術、体力、統率力、状況判断力、

メンバから信頼される人間性等々の総合的な資質

が求められる。このようなリ－ダとして理想的な

資質をすべて具備しているような人材は滅多にい

ない。また、悪天候や思わぬアクシデントに遭遇

したときのリ－ダにかかる精神的プレッシャ－は

計り知れないものがある。そういう点からも、自

らはリ－ダをやりたがらず、「連れてってもらう」

という消極的な姿勢に終始するメンバがＴＴＣの

中に多数存在するのも事実である。また。チ－フ

リ－ダをやると、山行時のコ－スタイムをメモし

たり、事後に山行実施記録書を作るのが、面倒だ

からやらないというメンバがいるのもまた事実で

ある。 

そのような状況の中で、図６から一目瞭然に分

かるように、チ－フリ－ダを積極的に引き受け、

これまでの10年間のTTC主催山行をリ－ドして

きた3名の男性メンバが存在していることを忘れ

てはならない。この 3 名だけで、担当したチ－フ

リ－ダは、179 回／56.6%、宿泊山行に限れば、

77 回／66.9％にのぼっている。 

10 年の歳月がたち、TTC 創設当時は血気盛ん

であった上記 3 名の男性メンバも、今では 60 歳

代半ばとなり、体力･気力の衰えは隠しようもない。 

TTC のリ－ダ層の薄さを危惧し、2～3 年前よ

り、ニュ－リ－ダの育成に腐心してきた。一部成

果は上がりつつあるものの、現状ではその成果は

十分とはいいがたい。この１~２年以内にTTC に

加わっていただいた新しいメンバを含めて、これ

からの TTC を背負っていただけるニュ－リ－ダ

を育て、スム－ズにバトンタッチして行くことが、

TTC にとって当面の最大の課題である。 

 

 
2004.年 4月。丹沢鍋割山で TTC主催「仲間作りの登山教室」 

を開催した。メンバの加入には直接結びつかなかったが、TTC

の知名度を上げるのには大いに効果があった。 

 

５. むすび 

客観的デ－タに基づき、TTC のこれまで 10 年間

の足跡をできるだけ正確に記述し、今後の TTC 活

動に役立つ資料となるよう腐心した。 

また、最近入会されたメンバには、十分ご理解い

ただけていない TTC 設立当時の経緯や、TTC スピ

リッツについて、できるだけ詳細に記述するよう心

がけた。さらに、各種のデ－タに分析を加え、TTC

活動の問題点や今後の課題等についても言及した。 

本文が 10 周年記念誌の巻頭を飾るにふさわしい

TTC10 年間の活動記録資料として、TTC メンバに

末永く愛読され、また、今後の TTC 活動指針を決

定する際の参考資料として、有効に活用していただ

けることを願いつつ、筆を置く。 

【文責：三村 義昭】 
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【付属資料２】TTC 活動方針に関わる意向調査ア

ンケ-ト集計結果【2005 年 10

月実施

 


